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以下の内容について、講義・見学・実習を行う。
1.北九州市の廃棄物管理計画、循環型社会の推進、エコタウン、ライフサイクルアセスメント
（LCA）、開発途上国の廃棄物管理と日本の支援
2.分別収集、ごみ焼却技術、リサイクル技術（エコタウン事業）、コンポスト、バイオガス
、RDF、最終処分場の構造及び維持管理、浸出水処理、ごみの組成分析
3.産業廃棄物行政、不法投棄対策、汚泥・廃油・プラスティック等の処理と再資源化技術、有
害廃棄物処理、医療系廃棄物処理
4.ジョブレポート発表、課題分析ワークショップ、レビュー討論、アクションプラン作成指導
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【案件目標】
廃棄物管理（特に、廃棄物の最終処分及び中間処理）の技術改善に係る計画が作成される。

【成果】
1.北九州市をはじめ、日本の廃棄物管理政策・行政の概要を説明できる。
2.廃棄物管理の各過程（収集・運搬、焼却、中間処理、最終処分）について、日本で採用され
ている技術・手法を説明できる。
3.日本の産業廃棄物管理について、政策の概要、再資源化技術、及び最終処分方法を説明でき
る。
4.自国の技術改善に資するアイデアを特定し、改善計画が作成される。
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【対象組織】
廃棄物管理を担う行政関連組織

【対象人材】
1.廃棄物管理（収集・運搬、中間処理、最
終処分）に携わる技術者
2.職務経験3年以上

対象組織／人材

廃棄物管理技術（応用、技術編）
Advancement of Solid Waste Management Technologies (Advance, Technique)
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副分野課題：

本コースは、廃棄物管理に携わる技術者を想定しており、中でも収集・運搬サービスをある程度確立し、処分場の衛生埋立、ごみ減量化
、3Rを目指す地域を対象としている。環境モデル都市の北九州市には日本初のエコタウン等先進技術が集積している他、準好気性埋立（福
岡方式）、コンポスト技術、産業廃棄物処理技術等、豊富な実践例を学ぶことができるカリキュラムとなっている。
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